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研究成果の概要（和文）：　冷戦期における欧州と米国の安全保障政策にとって重要な役割を果たしたCSCE（欧
州安全保障協力会議）について、主に１９７３年のヘルシンキ会談へのバチカンの参加を通じて「人間の安全保
障」の議論にどう関与したかを明らかにした。東欧やソ連で弾圧されていた宗教や信仰の自由をめぐって、バチ
カンは１９５０年代の終わりから特にハンガリー、ポーランド、チェコそしてユーゴスラビアと交渉しているこ
とから、これらの諸国と二国間ではなく多国間交渉をヘルシンキ会談以降実現したことになる。
　宗教という従来安全保障の概念から除外されていた問題について、人権や言論の自由という議論に信仰の自由
を位置づけた研究である。

研究成果の概要（英文）：　The role of the Conference of Security and Cooperation in Europe and 
America (US and Canada) during the cold war was an important tool for communication between the West
 and the East, and the Holy See (Vatican) had participated for the Helsinki Conference in 1973. It 
was vital for the beginning of the debates on human rights and freedom of speech. As the Vatican had
 been negotiating with the Eastern European countries such as Hungary, Poland, Czechoslovakia and 
Yugoslavia (Catholic countries), Holy See could played an essential role for the Helsinki Conference
 for an argument of freedom of religion. Religious organization such as the Vatican (Holy See) never
 be seriously examined for security policy of Europa and America and thus this research project is 
an original contribution for the study of European security policies during the Cold War.   

研究分野： 国際政治
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１． 研究開始当初の背景 
 
冷戦後の宗教・民族紛争研究、特に ９・１
１以降については宗教が取り上げられるが、
冷戦時代における宗教と安全保障の関係に
ついてはあまり明かにされていない。冷戦研
究では、軍事・安全保障についてはリアリス
ト的アプローチと宗教などのソフト・ ワパ
ーについての研究は別々に議論されてきた。
申請者は昨年度までの科学研究費で冷戦時
代の西側のイデオロギーを支えた反共産主
義の理念であるカトリックの中枢のバチカ
ンの国際政治への影響力を明らかにした。そ
の中で冷戦時代アメリカと西ヨーロッパ諸
国の関係を理解する上で、カトリックを含む
キリスト教を基軸にしたイデオロギーが安
全保障政策と不可分に関わっているのでは
ないかと着想を得て、NATO や、欧州安全保
障協力会議（CSCE）におけるキリスト教の
イデオロギーを考察する。 
 
２． 研究の目的 
 
「冷戦期の米欧安全保障政策とキリスト教
イデオロギー」について、以前の研究でバチ
カンを頂点とする カトリック教会の冷戦時
代における役割についてイタリアのキリス
ト民主党の役割を明らかにしたが、今回はプ
ロテスタントも含むドイツのキリスト教民
主同盟に関わって、欧州の安全保障政策につ
いて明らかにすると共にアメリカの関与に
ついて調査を行う。冷戦時代の西側諸国の重
要な軍事同盟 であった NATO よりも、東側
諸国も参加した欧州安全保障協力会議
（CSCE）において、宗教的なイデオロギー
や言論や信仰の自由という人間の安全保障
の問題に焦点を当てることを目的とする。 
 
３． 研究の方法 
 
バチカンや英国の公文書館、米国の公文書館
での史料調査に加えて、ジュネーブの国際機
関の史料調査 を行った。国連や赤十字だけ
でなく、国際労働機関での調査が予想以上に
大きな収穫があった。公開されている史料が
英国や米国、バチカンでは３０年ルールがあ
るために、冷戦終結後の史料を見ることを制
限されているのに対して、国際労働機関の文
書館では冷戦終焉やその後の史料の閲覧が
許されており、こうした国際機構とバチカン
などの宗教的な組織との関わり、また英米さ
らにソ連などの主 要国との関わりを明らか
にするのに不可欠な史料を入手することが
出来たからである。またアメリカではレーガ
ン時代の軍事・安全保障政策とキリスト教ロ
ビーの関係性をさぐるために、カルフォルニ
ア州の シミ・バレーのレーガン大統領図書
館付属のレーガン・ペーパーを所蔵する文書
館で、レーガン大統領選出にあたって動員さ
れたキリスト教票、キリスト教ロビーについ

て詳細な調査をおこなった。これによるとプ
ロテスタントの主流派だけでなく特に福音
派の台頭に伴って彼らの票が動員されたこ
とがわかり、さらにアメリカでは少数派であ
ったカトリックが 70 年代後半から共和党と
民主党支持に真っ二つに分かれ、保守化した
カトリック・ロビーが共和党レーガンに投票
し、大統領就任後も彼のタカ派的な安全保障
政策を支持したことが明らかになった。以上
の様な歴史的な一次史料の調査によって、欧
州でもアメリカでもカトリックと共にプロ
テスタントのキリスト教ロビーが、反共産主
義の理念を共有し対ソ連の軍事・安全保障政
策を基本的に支持する立場であったことが
明らかになった。勿論一部のリベラルなキリ
スト教団体が反戦運動 や反核運動に関与し
たことも事実ではあるが、米欧外交関係に見
られる安全保障政策全般という意味では、ソ
連や東側の共産主義勢力 に対しての強硬な
政策を支持していた。そしてこれら一次史料
を発掘し分析して学会や研究会で発表を行
い、フィードバックを得てより高い水準の研
究成果を出すという方法を取った。 
 
４． 研究成果 

 
本研究課題はバチカンの様な宗教的な組織
が冷戦時代の安全保障の問題にどう関与し
たかを明らかにするものである。英国の諸大
学で開催された British International 
History Group 学会で、またポルトガルのリ
スボン大学で行われた国際会議で、また国内
の諸研究会で成果報告を行った。そのため科
学研究費の用途は主に国内及び国外の旅費
として使用した。これら学会や研究会で成果
報告を行った具体的な内容とは、冷戦期にお
けるバチカンの国際政治における役割は単
に反共産主義であっただけでなく、欧州安全 
保障協力会議（CSCE）が形成されるに至った
１９７５年のヘルシキン会談への参加を通
じての東欧の共産主義国との対話に貢献し
た。１９７５年のヘルシンキで 行われた、
欧州安全保障協力会議の元々の起源は、教皇
ヨハネ２３世の影響のもとで発案され、キュ
ーバ・ミサイル危機に介入したバチカンは、
安全保障の問題 にも関与した。第二バチカ
ン公会議閉会式の１９６５年に国連に加盟
し、また欧州諸国の経済的協力の強化、文化
交流、共同の技術開発、人権裁判などが教皇
パウロ６世によって提唱され、その後実行に
移されたのである。こうして１９７５年７月
～８月、欧州の東西両側と中立国の３３か国、
それと米国とカナダを入れて３５か国の首
脳がヘルシンキに集まった。そして「デタン 
トから安定へ、そして恒久的平和」を目指し
たが、バチカンはとくに、人権及び思想、良
心、宗教、信条の自由を含む基本的自由の尊
重について、東西が一致するように働きかけ
た。また国際法によって、他国において人権
が著しく侵害される場合、第三国が介入（防



衛・防御）出来るという取り決めが出来た。
従来あまり議論されていない宗教と安全保
障の関係性について、本研究では明らかにす
ることが出来た。 
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